


姉 妹 庭 園 覚 書 

 

ケンジントン・チェルシー王立区の福島庭園と本宮市の英国庭園は、

それぞれが二つの地域のみならず、二国間に存在する強く永久的な

友好のシンボルである。 

 

本宮及びケンジントン・チェルシーの当局は、現存する親交の生きた

実例であるこれらの管理者となる光栄を有する。 

 

この覚書への署名により、王立区評議会及び本宮市の代表者は、  

これらの庭園が表すこの深い象徴的意義を意識し、力の及ぶ限り 

これら庭園を維持する約束についてここに確認する。 

 

これらの庭園が訪問者にもたらす喜びを通じ、これが成長する友好と

協力を促進することを希望する。 

 

   本宮市長     ケンジントン・チェルシー王立区長 

 

２０１７年７月２０日 


